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業績予想の修正及び特別損益の計上に関するお知らせ 

最近の業績動向を踏まえ、平成２３年５月１２日に公表いたしました業績予想を下記の通り修正し、また、

当第２四半期連結累計期間において特別損益を計上することといたしましたのでお知らせいたします。 

記 

 

１．業績予想の修正について 

                                   (単位：百万円) 
（１）平成 24年３月期第２四半期連結累計期間 連結業績予想数値の修正（平成 23年４月１日～平成 23年９月 30日）                                 

 売 上 高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
１株当たり四半期

純利益 

前回発表予想（Ａ） ２，９４６ △５５ △２０ △３６ △５円３２銭 

今回修正予想（Ｂ） ３，１５７ △７ １４ ６１ ８円８７銭 

増  減  額（Ｂ）－（Ａ） ２１０ ４７ ３５ ９７  

増   減   率（％） ７．２ ― ― ―  

(ご参考)前期第２四半期実績 

(平成２３年３月期第２四半期) 
２，９９３ △８ １８ ２７５ ３９円９２銭 

 
（２）平成 24年３月期通期 連結業績予想数値の修正（平成 23年４月１日～平成 24年３月 31日）                                 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり当期 

純利益 

前回発表予想（Ａ） ６，００２ △９３   △３７ △８９ △１２円９８銭 

今回修正予想（Ｂ） ６，３５７ △２ ４１ ５２ ７円６１銭 

増  減  額（Ｂ）－（Ａ） ３５４       ９１   ７９ １４１  

増   減   率（％） ５．９  ― ―   ―   

(ご参考)前期実績      

(平成２３年３月期) 
５，９８１ △１２ ３８    １５７   ２２円９２銭 

 
（３）修正の理由 

・第２四半期連結累計期間及び通期 

  大震災や夏場の電力供給不足などによる消費マインドの回復遅れや、自動車生産の減少等もあって、日本

国内での縫製需要やホビー需要は、いずれも低調に推移しているものの、当初見込んでいた程の落ち込みま

では至らない状況が続きました。 
これらの結果、当第２四半期連結累計期間における売上高は、前回発表予想を上回る見込みとなりました。

営業利益及び経常利益につきましても、売上高の増加などにより、いずれも前回発表予想から改善する見込

みとなりました。四半期純利益につきましては、営業利益及び経常利益が改善されたことに加え、下記の通

り新たな特別損益の計上もあり、前回発表予想から改善する見込みとなりました。 
また、通期の業績予想につきましても、先行きの不透明感はあるものの、当第２四半期連結累計期間の業

績状況を踏まえ、上記の通り、前回発表予想から改善する見込みとなりました。 
 



 
２．特別損益の計上について 
 
  当第２四半期連結累計期間において中国の連結生産子会社の移転が決定し、これに伴う受取補償金２５０

百万円及び資産除去債務戻入額９９百万円を特別利益に、また現時点で移転に際して見込まれる損失額８５

百万円を特別損失として計上することとなりました。 
 
 
 
（注）業績予想につきましては本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実

際の業績は今後様々な要因によって異なる場合があります。 
 
 
 

                                  以   上 


